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技術の特徴
・マイクロプレートを使用した耐熱化酵素を効率的にスクリーニングする方法
・数千コロニーから耐熱性の向上した酵素を選抜
・ミルクオリゴ糖の製造に有効

研究の内容

今後の展開
・耐熱性酵素を利用した高温下でのミルクオリゴ糖合成酵素反応系を確立する
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図1.変異酵素スクリーニング法
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図2.耐熱性の向上した変異酵素
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